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(57)【要約】
【課題】赤外線の透過度が向上した有機発光表示装置を
提供する。
【解決手段】有機発光表示装置は、光を発光する有機発
光層と、有機発光層を介在して相互対向する第１電極及
び第２電極の一部とを含む表示部、及び表示部と隣接し
、第２電極の一部から離隔領域をもって離隔する第２電
極の残部と、第２電極の前記残部が安着する突出部とを
含み、離隔領域を通じて外部から照射される光が透過す
る透過部を含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を発光する有機発光層と、前記有機発光層を介在して相互対向する第１電極及び第２
電極の一部とを含む表示部と、
　前記表示部と隣接し、前記第２電極の前記一部から離隔領域を持って離隔する前記第２
電極の残部と、前記第２電極の前記残部が安着する突出部とを含み、前記離隔領域を通じ
て外部から照射される光が透過する透過部と、
を含む有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記第１電極に駆動信号を伝達するソース電極及びドレイン電極を含む薄膜トランジス
タをさらに含む、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記第１電極を露出して前記表示部を定義する画素定義層をさらに含み、
　前記突出部は前記画素定義層から突き出される、請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記突出部の側面は逆テーパ状である、請求項３に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記突出部は島状である、請求項４に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記突出部は一方向に延在している形状である、請求項４に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　前記突出部は複数個である、請求項１乃至６のいずれか一項に記載の有機発光表示装置
。
【請求項８】
　前記第１電極は光透過性であり、
　前記第２電極は光反射性である、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項９】
　光を発光する有機発光層と、前記有機発光層を介在して相互対向する第１電極及び第２
電極の一部とを含む表示部と、
　前記表示部と隣接し、前記第２電極の前記一部から離隔領域を持って離隔する前記第２
電極の残部と、前記第２電極の前記残部が安着する突出部とを含み、前記離隔領域を通じ
て外部から照射される光が透過する透過部を含む有機発光表示装置と、
　前記有機発光表示装置の表面に対して第１赤外線を照射する赤外線ソース部と、
　前記有機発光表示装置下に位置し、タッチ（ｔｏｕｃｈ）によって前記有機発光表示装
置の前記表面方向に照射された前記第１赤外線から変換されると共に前記透過部を透過す
る第２赤外線をセンシングする赤外線センシング部と、
を含むタッチ表示装置。
【請求項１０】
　前記有機発光表示装置と前記赤外線センシング部との間に位置し、前記第２赤外線を透
過させる赤外線透過部をさらに含む、請求項９に記載のタッチ表示装置。
【請求項１１】
　前記赤外線ソース部は、前記有機発光表示装置下に位置し、前記有機発光表示装置の前
記透過部を通じて前記有機発光表示装置の表面に前記第１赤外線を照射し、
　前記タッチは前記有機発光表示装置に行われる、請求項９に記載のタッチ表示装置。
【請求項１２】
　前記赤外線ソース部は前記有機発光表示装置上に位置し、
　前記赤外線ソース部と隣接して前記有機発光表示装置に位置し、前記赤外線ソース部か
ら照射する前記第１赤外線が内部で全反射される全反射板をさらに含み、
　前記タッチは前記全反射板に行われる、請求項９に記載のタッチ表示装置。
【請求項１３】
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　前記表示パネル下に位置するセンシング板をさらに含み、
　前記赤外線センシング部は前記センシング板に装着される、請求項１２に記載のタッチ
表示装置。
【請求項１４】
　前記赤外線透過部は可視光領域の波長を遮断する、請求項１０に記載のタッチ表示装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置に関し、より詳しくは、透過部を含む有機発光表示装置と
これを含むタッチ表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　タッチ表示装置は、タッチ（ｔｏｕｃｈ）を利用して表示装置を制御する装置であって
、最近、赤外線を利用したタッチ表示装置が注目されている。
【０００３】
　従来の赤外線を利用したタッチ表示装置は、イメージが表示される表示装置、イメージ
が表示される部分に赤外線を照射する赤外線ソース部、及びイメージが表示される部分か
ら反射される赤外線をセンシングする赤外線センシング部を含んでいる。
【０００４】
　従来の赤外線を利用したタッチ表示装置に含まれている表示装置として、プロジェクタ
（ｐｒｏｊｅｃｔｏｒ）を利用してスクリーン（ｓｃｒｅｅｎ）にイメージを表示するス
クリーン表示装置、または液晶（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ）を利用してイメージを
表示する液晶パネル、及び液晶パネルに光を照射するバックライトユニット（ｂａｃｋｌ
ｉｇｈｔ　ｕｎｉｔ）を含む液晶表示装置が利用された。
【０００５】
　しかし、プロジェクタを利用してスクリーンにイメージを表示するスクリーン表示装置
を含む従来の赤外線を利用したタッチ表示装置は、プロジェクタの限界のために、プロジ
ェクタから放出されてスクリーンに表示されるイメージの表示品質が落ち、また、プロジ
ェクタとスクリーンとの間に必須的に所定の離隔空間が必要であることにより、全体的な
タッチ表示装置の大きさが大きくなるという問題点があった。
【０００６】
　また、液晶表示装置を含む従来の赤外線タッチ表示装置は、必須的に赤外線ソース部か
ら照射された赤外線が液晶パネルを透過しなければならず、且つ液晶パネルから反射され
る赤外線も液晶パネルを透過しなければならないが、液晶パネル内に含まれている液晶の
シャッター機能によって、液晶パネルに対する赤外線の透過度が低下するという問題点が
あった。このように、液晶パネルに対する赤外線の透過度が低下する場合、タッチ表示装
置に対するタッチの認識率が低下する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は上述した問題点に鑑みてなされたものであって、赤外線の透過度が向上した有
機発光表示装置を提供することを目的とする。
【０００８】
　また、赤外線の透過度が向上した有機発光表示装置を含むことによって、赤外線をタッ
チ認識手段として利用しながら、表示品質が向上すると共に、スリム（ｓｌｉｍ）化が可
能であり、且つタッチの認識率が向上したタッチ表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した技術的課題を達成するための本発明の第１側面は、光を発光する有機発光層と
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、有機発光層を介在して相互対向する第１電極及び第２電極の一部とを含む表示部と、表
示部と隣接し、第２電極の一部から離隔領域を持って離隔する第２電極の残部と、第２電
極の残部が安着する突出部とを含み、離隔領域を通じて外部から照射される光が透過する
透過部とを含む有機発光表示装置を提供する。
【００１０】
　第１電極に駆動信号を伝達するソース電極及びドレイン電極を含む薄膜トランジスタを
さらに含むことができる。
【００１１】
　第１電極を露出して表示部を定義する画素定義層をさらに含み、突出部は画素定義層か
ら突出し得る。
【００１２】
　突出部の側面は逆テーパ状であり得る。
【００１３】
　突出部は島状であり得る。
【００１４】
　突出部は一方向に延在している形状であり得る。
【００１５】
　突出部は複数個であり得る。
【００１６】
　第１電極は光透過性であり、第２電極は光反射性であり得る。
【００１７】
　また、本発明の第２の側面は、光を発光する有機発光層と、有機発光層を介在して相互
対向する第１電極及び第２電極の一部とを含む表示部と、表示部と隣接し、第２電極の一
部から離隔領域を持って離隔する第２電極の残部と、第２電極の残部が安着する突出部と
を含み、離隔領域を通じて外部から照射される光が透過する透過部とを含む有機発光表示
装置と、有機発光表示装置の表面に対して第１赤外線を照射する赤外線ソース部と、有機
発光表示装置下に位置し、タッチによって有機発光表示装置の表面方向に照射された第１
赤外線から変換されると共に透過部を透過する第２赤外線をセンシングする赤外線センシ
ング部を含むタッチ表示装置を提供する。
【００１８】
　有機発光表示装置と赤外線センシング部との間に位置し、第２赤外線を透過させる赤外
線透過部をさらに含むことができる。
【００１９】
　赤外線ソース部は、有機発光表示装置下に位置し、有機発光表示装置の透過部を通じて
有機発光表示装置の表面に第１赤外線を照射し、タッチは有機発光表示装置に行える。
【００２０】
　赤外線ソース部は有機発光表示装置上に位置し、赤外線ソース部と隣接して有機発光表
示装置に位置し、赤外線ソース部から照射する第１赤外線が内部で全反射される全反射板
をさらに含み、タッチは全反射板に行える。
【００２１】
　表示パネル下に位置するセンシング板をさらに含み、赤外線センシング部はセンシング
板に装着され得る。赤外線透過部は可視光領域の波長を遮断し得る。
【発明の効果】
【００２２】
　上述した本発明の課題を解決するための手段の実施形態のうちの一つによれば、赤外線
の透過度が向上した有機発光表示装置が提供される。
【００２３】
　また、赤外線の透過度が向上した有機発光表示装置を含むことによって、赤外線をタッ
チ認識手段として利用しながら、表示品質が向上すると共に、スリム化が可能であり、且
つタッチの認識率が向上したタッチ表示装置が提供される。
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【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置を示す断面図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置の画素の構造を示す配置図である
。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿った断面図である。
【図４】本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置に含まれている透過部を示すＳＥ
Ｍ写真である。
【図５】本発明の第２実施形態による有機発光表示装置の画素の構造を示す配置図である
。
【図６】本発明の第２実施形態による有機発光表示装置に含まれている透過部を示すＳＥ
Ｍ写真である。
【図７】本発明の第３実施形態に係る有機発光表示装置の画素の構造を示す配置図である
。
【図８】本発明の第４実施形態に係る有機発光表示装置の画素の構造を示す配置図である
。
【図９】本発明の第５実施形態に係るタッチ表示装置を示す断面図である。
【図１０】本発明の第５実施形態に係るタッチ表示装置における主要部分を示す断面図で
ある。
【図１１】本発明の第６実施形態に係るタッチ表示装置を示す断面図である。
【図１２】本発明の第７実施形態に係るタッチ表示装置を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、添付した図面を参照して、本発明の種々の実施形態について当業者が容易に実施
できるように詳細に説明する。本発明は種々の相異な形態に実現でき、ここで説明する実
施形態に限られない。
【００２６】
　本発明を明確に説明するために、説明上不必要な部分は省略し、明細書の全体にわたっ
て同一または類似する構成要素に対しては同一の参照符号を付ける。
【００２７】
　また、図面における各構成の大きさ及び厚さは、説明の便宜のために任意に示したもの
であり、本発明が必ずしも示されたものに限られることではない。
【００２８】
　図面において、種々の層及び領域を明確に表現するために厚さを拡大して示した。なお
、図面において、説明の便宜のために、一部の層及び領域の厚さを誇張して示した。層、
膜、領域、板などの部分が他の部分“上に”または“下に”あるという時、これは他の部
分の“すぐ上に”または“すぐ下に”ある場合だけでなく、その他の部分との中に別の部
分がある場合も含む。
【００２９】
　また、明細書の全体において、ある部分がある構成要素を“含む”という時、別の記載
がない限り、他の構成要素を除くものではなく、他の構成要素をさらに含むことができる
ことを意味する。また、“上に”または“下に”という記載は、対象部分の上または下に
位置することを意味することであり、必ずしも重力方向を基準として上側または下側に位
置することを意味することではない。
【００３０】
　以下、図１乃至図４を参照して、本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置につい
て説明する。
【００３１】
　図１は、本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置を示す断面図である。
【００３２】
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　有機発光表示装置１０１は、第１基板１１０、第２基板１２０、配線部１３０、及び有
機発光素子１４０を含む。
【００３３】
　第１基板１１０及び第２基板１２０は、ガラスまたはポリマーなどを含む光透過性及び
電気絶縁性基板である。第１基板１１０と第２基板１２０とは相互に対向しており、シー
ラント（ｓｅａｌａｎｔ）によって合着されている。第１基板１１０と第２基板１２０と
の間には配線部１３０及び有機発光素子１４０が位置しており、第１基板１１０及び第２
基板１２０は配線部１３０及び有機発光素子１４０を外部の衝撃から保護する。
【００３４】
　配線部１３０は、スイッチングトランジスタ１０及び駆動薄膜２０（図２に図示）を含
み、有機発光素子１４０に駆動信号を伝達して有機発光素子１４０を駆動する。有機発光
素子１４０は配線部１３０から伝達された信号によって光を発光する。
【００３５】
　配線部１３０上には有機発光素子１４０が位置している。
【００３６】
　有機発光素子１４０は、第１基板１１０上の表示領域に位置し、マスク（ｍａｓｋ）を
利用して真空蒸着方式で形成するか、または印刷（ｐｒｉｎｔｉｎｇ）方式を利用して形
成する。有機発光素子１４０は配線部１３０から伝達された信号によってイメージ（ｉｍ
ａｇｅ）を表示する。
【００３７】
　有機発光表示装置１０１は、外部から照射される光が透過する透過部（ＴＡ）（図２に
図示）、及びイメージを表示する表示部（ＤＡ）（図２に図示）を含み、以下に詳細に説
明する。
【００３８】
　以下、図２及び図３を参照して、本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置の内部
構造について詳細に説明する。
【００３９】
　図２は、本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置の画素の構造を示す配置図であ
る。図３は、図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿った断面図である。
【００４０】
　配線部１３０及び有機発光素子１４０の具体的な構造は、図２及び図３に示されている
が、本発明の実施形態が図２及び図３に示された構造に限定されることではない。以下に
説明する配線部１３０及び有機発光素子１４０は、当業者が容易に変形して実施できる範
囲内で多様な構造に形成され得る。例えば、添付図面においては、有機発光表示装置とし
て、一つの画素に二つの薄膜トランジスタ（ｔｈｉｎ　ｆｉｌｍ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ
、ＴＦＴ）と、一つの蓄電素子（ｃａｐａｃｉｔｏｒ）とを備えた、２Ｔｒ-１Ｃａｐ構
造の能動駆動（ａｃｔｉｖｅ　ｍａｔｒｉｘ、ＡＭ）型有機発光表示装置を示しているが
、本発明がこれに限定されることではない。したがって、有機発光表示装置において、薄
膜トランジスタの個数、蓄電素子の個数、及び配線の個数は限定されない。一方、画素は
イメージを表示する最小単位を言い、有機発光表示装置は複数の画素を通じてイメージを
表示する。
【００４１】
　図２及び図３に示すように、有機発光表示装置１０１は、一つの画素ごとに形成された
スイッチング薄膜トランジスタ１０、駆動薄膜トランジスタ２０、蓄電素子８０及び有機
発光素子１４０を含む。
【００４２】
　ここで、スイッチング薄膜トランジスタ１０、駆動薄膜トランジスタ２０、及び蓄電素
子８０を含む構成を配線部１３０という。配線部１３０は、第１基板１１０の第１方向（
Ｄ１）に沿って配置されるゲートライン１５１、第１方向（Ｄ１）と交差する第２方向（
Ｄ２）に沿ってゲートライン１５１と絶縁交差するデータライン１７１、及び共通電源ラ
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イン１７２をさらに含む。ここで、一つの画素は、ゲートライン１５１、データライン１
７１、及び共通電源ライン１７２を境界と定義されるが、必ずしもこれに限定されるもの
ではない。
【００４３】
　スイッチング薄膜トランジスタ１０は、スイッチング半導体層１３１、スイッチングゲ
ート電極１５２、スイッチングソース電極１７３、及びスイッチングドレイン電極１７４
を含む。駆動薄膜トランジスタ２０は、駆動半導体層１３２、駆動ゲート電極１５５、駆
動ソース電極１７６、及び駆動ドレイン電極１７７を含む。
【００４４】
　スイッチング薄膜トランジスタ１０は、光を放出させようとする画素を選択するスイッ
チング素子として使用される。スイッチングゲート電極１５２はゲートライン１５１に接
続される。スイッチングソース電極１７３はデータライン１７１に接続される。スイッチ
ングドレイン電極１７４はスイッチングソース電極１７３から離隔して配置され、いずれ
か一方の蓄電板１５８と接続される。
【００４５】
　駆動薄膜トランジスタ２０は、選択された画素内の有機発光素子１４０の有機発光層７
２０を発光させるための駆動信号である駆動電力を第１電極７１０に印加する。駆動ゲー
ト電極１５５はスイッチングドレイン電極１７４と接続された蓄電板１５８と接続される
。駆動ソース電極１７６及び他方の一つの蓄電板１７８はそれぞれ共通電源ライン１７２
と接続される。駆動ドレイン電極１７７から延在して有機発光素子１４０の第１電極７１
０が位置し、駆動ドレイン電極１７７と第１電極７１０とは相互接続される。
【００４６】
　蓄電素子８０は、層間絶縁膜１６１を介在して配置された一対の蓄電板１５８、１７８
を含む。ここで、層間絶縁膜１６１は誘電体であり、蓄電素子８０で蓄電された電荷と両
軸電板１５８、１７８間の電圧によって蓄電素子８０の蓄電容量が決定される。
【００４７】
　このような構造により、スイッチング薄膜トランジスタ１０は、ゲートライン１５１に
印加されるゲート電圧により作動して、データライン１７１に印加されるデータ電圧を駆
動薄膜トランジスタ２０に伝達する役割を果たす。共通電源ライン１７２から駆動薄膜ト
ランジスタ２０に印加される共通電圧と、スイッチング薄膜トランジスタ１０から伝達さ
れたデータ電圧との差に相当する電圧が蓄電素子８０に保存され、蓄電素子８０に保存さ
れた電圧に対応する電流が駆動薄膜トランジスタ２０を通じて有機発光素子１４０に流れ
、有機発光素子１４０が発光するようになる。
【００４８】
　有機発光素子１４０は、第１電極７１０、第１電極７１０上に位置する有機発光層７２
０、及び有機発光層７２０上に位置する第２電極の一部７３０を含む。すなわち、光を発
光する有機発光層７２０は、相互対向する第１電極７１０と第２電極の一部７３０との間
に位置する。
【００４９】
　第１電極７１０は正孔注入電極の正極（ａｎｏｄｅ）となり、第２電極の一部７３０は
電子注入電極の負極（ｃａｔｈｏｄｅ）となる。しかし、本発明の第１実施形態が必ずし
もこれに限定されるものではなく、有機発光表示装置１０１の駆動方法により、第１電極
７１０が負極となり、第２電極の一部７３０が正極となり得る。第１電極７１０及び第２
電極の一部７３０からそれぞれ正孔と電子が有機発光層７２０の内部に注入され、有機発
光層７２０の内部に注入された正孔と電子が結合したエキシトン（ｅｘｉｔｏｎ）が励起
状態から基底状態に落ちる時、有機発光層７２０の発光が行われる。また、第１電極７１
０は、インジウムチンオキシド（ｉｎｄｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ、ＩＴＯ）及びイン
ジウムジンクオキシド（ｉｎｄｉｕｍ　ｚｉｎｃ　ｏｘｉｄｅ、ＩＺＯ）などのうちの一
つ以上を含む単一層または複層の光透過性導電物質を含み、第２電極の一部７３０は、ア
ルミニウム（Ａｌ）及び銀（Ａｇ）などのうちの一つ以上を含む単一層または複層の光反
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射性導電物質を含む。つまり、第１電極７１０は光透過性であり、第２電極の一部７３０
は光反射性である。有機発光層７２０は、電子注入層、電子輸送層、正孔注入層、及び正
孔輸送層のうちの一つ以上をさらに含むことができる。
【００５０】
　このように、本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置１０１において、有機発光
素子１４０は第１基板１１０の方向に光を放出する。つまり、有機発光表示装置１０１は
、有機発光表示装置１０１の上側方向に光を発光してイメージを表示する後面発光型であ
る。
【００５１】
　また、有機発光表示装置１０１は透過部（ＴＡ）及び表示部（ＤＡ）をさらに含む。
【００５２】
　表示部（ＤＡ）は、第１電極７１０、有機発光層７２０、及び第２電極の一部７３０を
含む。表示部（ＤＡ）は、有機発光層７２０で発光する光を利用してイメージを表示する
部分である。表示部（ＤＡ）は、第１電極７１０、有機発光層７２０、及び第２電極の一
部７３０に対応する。表示部（ＤＡ）と隣接して透過部（ＴＡ）が位置している。
【００５３】
　一方、第１電極７１０を露出するように層間絶縁膜１６１上には画素定義層１６２が位
置しているが、この画素定義層１６２は第１電極７１０を露出し、露出した第１電極７１
０上には順次に有機発光層７２０及び第２電極の一部７３０が位置する。すなわち、画素
定義層１６２は表示部（ＤＡ）を定義する。画素定義層１６２は、ポリイミド（ｐｏｌｙ
ｉｍｉｄｅ）またはポリアクリル（ｐｏｌｙａｃｒｙｌ）などを含む光透過性の有機層、
またはシリコン窒化物（ＳｉＮｘ）または、シリコン酸化物（ＳｉＯ２）などを含む光透
過性の無機層で形成される。
【００５４】
　透過部（ＴＡ）は、外部から照射される光が透過する部分であり、突出部１６５及び第
２電極の残部７３１を含む。
【００５５】
　図４は、本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置に含まれている透過部を示すＳ
ＥＭ写真である。
【００５６】
　図２乃至図４に示すように、突出部１６５は、第１電極７１０とデータライン１７１と
の間に位置し、ゲートライン１５１、データライン１７１、及び共通電源ライン１７２が
定義する画素の一部分に位置している。突出部１６５は画素定義層１６２から突き出され
ており、画素定義層１６２の同様にポリイミドまたはポリアクリルなどを含む光透過性の
有機物、またはシリコン窒化物またはシリコン酸化物などを含む光透過性の無機物を含む
。突出部１６５は複数個であり、島状で複数個の突出部１６５が相互離隔している。突出
部１６５の側面１６５ａは逆テーパ（ｔａｐｅｒ）状になっている。第２電極の一部７３
０は蒸着工程を利用して有機発光素子１４０の全体にわたって形成され、突出部１６５の
側面１６５ａが逆テーパ状を有することによって、突出部１６５の上面１６５ｂには第２
電極の残部７３１が蒸着されるが、突出部１６５の側面１６５ａには第２電極の一部７３
０が蒸着されない。突出部１６５の上面１６５ｂには第２電極の残部７３１が安着してい
る。
【００５７】
　第２電極の残部７３１は、逆テーパ状の側面１６５ａを有する突出部１６５の上面１６
５ｂに安着することによって、離隔領域（ＳＡ）を有して第２電極の一部７３０の全体か
ら離隔している。このように、第２電極の一部７３０の全体から第２電極の残部７３１が
離隔領域（ＳＡ）を有して離隔することによって、この離隔領域（ＳＡ）を通じて外部か
ら照射される光が透過する。より詳しくは、第２電極の一部７３０を有機発光素子１４０
全体にわたって位置するように蒸着工程を利用して蒸着する時、画素定義層１６２から突
出形成され、逆テーパ状の側面１６５ａを有する突出部１６５によって、第２電極の残部



(9) JP 2011-199247 A 2011.10.6

10

20

30

40

50

７３１が突出部１６５の上面１６５ｂにだけ蒸着され、突出部１６５の側面１６５ａには
蒸着されず、これによって第２電極の残部７３１が第２電極の一部７３０の全体から離隔
領域（ＳＡ）を有して離隔するようになり、この開口された離隔領域（ＳＡ）には光反射
性物質の第２電極の一部７３０が位置しないため、外部から照射された光が透過する。つ
まり、突出部１６５によって形成される離隔領域（ＳＡ）によって透過部（ＴＡ）が形成
され、透過部（ＴＡ）を通じて外部から照射された光が透過する。
【００５８】
　以上のような突出部１６５は、突出部１６５それ自体の幅及び高さ、隣接する突出部１
６５間の間隔、突出部１６５の側面１６５ａの傾斜程度などにより、突出部１６５の上面
１６５ｂに蒸着される第２電極の残部７３１が影響を受けるようになって、第２電極の残
部７３１と第２電極の一部７３０全体との間に形成される離隔領域（ＳＡ）の面積が決定
される。例えば、外部から照射される光が透過する面積を大きくするためには、離隔領域
（ＳＡ）の面積を大きくしなければならないが、離隔領域（ＳＡ）の面積を大きくするた
めには、突出部１６５の高さを高くするほど、突出部１６５の上面１６５ｂに蒸着される
第２電極の残部７３１と第２電極の一部７３０との間の距離が遠くなることによって、離
隔領域（ＳＡ）の面積が大きくなる。つまり、離隔領域（ＳＡ）の面積は突出部１６５の
高さに比例し、突出部１６５の高さが増加するほど、突出部１６５による第２電極の一部
７３０の蒸着干渉が発生して離隔領域（ＳＡ）の面積が大きくなるので、透過部（ＴＡ）
による外光透過度が向上する。突出部１６５は、フォトリソグラフィなどのメムス工程を
利用して形成でき、特に、エッチング比を利用して側面１６５ｂが逆テーパ状に形成され
る。
【００５９】
　本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置１０１の突出部１６５は、第１電極７１
０とデータライン１７１との間に位置するが、本発明の他の実施形態に係る有機発光表示
装置の突出部は、第１電極７１０と共通電源ライン１７２との間に位置してもよい。
【００６０】
　また、本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置１０１の突出部１６５は、一つの
層が画素定義層１６２から突出して形成されるが、本発明の他の実施形態に係る有機発光
表示装置の突出部は、複数の層が画素定義層１６２から突出して積層形成されてもよい。
【００６１】
　以上のように、本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置１０１は、突出部１６５
によって第２電極の残部７３１が離隔領域（ＳＡ）を有して第２電極の一部７３０の全体
から離隔する透過部（ＴＡ）を含み、これによって離隔領域（ＳＡ）を通じて外部から照
射される光が透過する。つまり、透過部（ＴＡ）を通じて外部から照射される光が有機発
光表示装置１０１を透過するので、有機発光表示装置１０１が全体的に透明な有機発光表
示装置１０１に実現される。
【００６２】
　また、透過部（ＴＡ）を通じて外部から照射される光が有機発光表示装置１０１を透過
することによって、この透過部（ＴＡ）を通じて赤外線が透過する場合、有機発光表示装
置１０１の赤外線の透過度が向上し、透過部（ＴＡ）を通じて赤外線を透過させることに
ついては後述する。
【００６３】
　以下、本発明の第２実施形態乃至第４実施形態に係る有機発光表示装置について説明す
る。本発明の第２実施形態乃至第４実施形態に係る有機発光表示装置については、上述し
た本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置と区別される特徴的な部分のみを抜粋し
て説明し、説明が省略された部分は本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置に従う
。そして、本発明の第２実施形態乃至第４実施形態に係る有機発光表示装置においては、
説明の便宜のために、本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置と同一の構成要素に
対しては同一の参照番号を付けて説明する。
【００６４】
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　以下、図５及び図６を参照して、本発明の第２実施形態に係る有機発光表示装置１０２
について説明する。
【００６５】
　図５は、本発明の第２実施形態に係る有機発光表示装置の画素の構造を示す配置図であ
る。図６は、本発明の第２実施形態に係る有機発光表示装置に含まれている透過部を示す
ＳＥＭ写真である。
【００６６】
　図５及び図６に示すように、透過部（ＴＡ）は外部から照射される光が透過する部分で
あり、突出部１６５及び第２電極の残部７３１を含む。
【００６７】
　突出部１６５は、隣接する画素のいずれか一つの画素のデータライン１７１と、他の一
つの画素の共通電源ライン１７２との間に位置し、隣接する画素の間に位置している。突
出部１６５は複数個であり、データライン１７１及び共通電源ライン１７２の延在方向と
平行な方向の第２方向（Ｄ２）に延在した形状を有している。突出部１６５の側面１６５
ａは逆テーパ状になっている。第２電極の一部７３０は、蒸着工程を利用して有機発光素
子１４０の全体にわたって形成されるが、突出部１６５の側面１６５ａが逆テーパ状を有
することによって、突出部１６５の上面１６５ｂには第２電極の残部７３１が蒸着される
が、突出部１６５の側面１６５ａには第２電極の一部７３０が蒸着されない。突出部１６
５の上面１６５ｂには第２電極の残部７３１が安着している。
【００６８】
　第２電極の残部７３１は、逆テーパの側面１６５ａを有する突出部１６５の上面１６５
ｂに安着することによって、離隔領域（ＳＡ）を有して第２電極の一部７３０の全体から
離隔している。このように、第２電極の一部７３０の全体から第２電極の残部７３１が離
隔領域（ＳＡ）を有して離隔することによって、この離隔領域（ＳＡ）を通じて外部から
照射される光が透過する。つまり、突出部１６５によって形成される離隔領域（ＳＡ）に
よって透過部（ＴＡ）が形成され、透過部（ＴＡ）を通じて外部から照射された光が透過
する。
【００６９】
　本発明の第２実施形態に係る有機発光表示装置１０２の突出部１６５は、データライン
１７１及び共通電源ライン１７２の延在方向と平行な方向の第２方向（Ｄ２）に延在して
いるが、本発明の他の実施形態に係る有機発光表示装置の突出部は、ゲートライン１５１
の延在方向と平行な方向の第１方向（Ｄ１）に延在してもよい。
【００７０】
　以上のように、本発明の第２実施形態に係る有機発光表示装置１０２は、突出部１６５
によって第２電極の残部７３１が離隔領域（ＳＡ）を有して第２電極の一部７３０の全体
から離隔する透過部（ＴＡ）を含み、これによって離隔領域（ＳＡ）を通じて外部から照
射される光が透過する。つまり、透過部（ＴＡ）を通じて外部から照射される光が有機発
光表示装置１０２を透過するので、有機発光表示装置１０２が全体的に透明な有機発光表
示装置１０２に実現される。
【００７１】
　以下、図７を参照して、本発明の第３実施形態に係る有機発光表示装置１０３について
説明する。
【００７２】
　図７は、本発明の第３実施形態に係る有機発光表示装置の画素の構造を示す配置図であ
る。
【００７３】
　図７に示すように、透過部（ＴＡ）は外部から照射される光が透過する部分であり、突
出部１６５及び第２電極の残部７３１を含む。
【００７４】
　突出部１６５は、ゲートライン１５１、共通電源ライン１７２、及びデータライン１７
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１が定義する画素内で、スイッチング薄膜トランジスタ１０及び駆動薄膜トランジスタ２
０と対応して位置している。
【００７５】
　突出部１６５は、スイッチング薄膜トランジスタ１０及び駆動薄膜トランジスタ２０と
対応して位置し、突出部１６５の上面１６５ｂには第２電極の残部７３１が離隔領域（Ｓ
Ａ）を有して第２電極の一部７３０の全体から離隔している。この離隔領域（ＳＡ）を通
じて外部から照射される光が透過する。すなわち、突出部１６５によって形成される離隔
領域（ＳＡ）によって透過部（ＴＡ）が形成され、透過部（ＴＡ）を通じて外部から照射
された光が透過する。
【００７６】
　一方、透過部（ＴＡ）に対応してスイッチング薄膜トランジスタ１０及び駆動薄膜トラ
ンジスタ２０が位置しているが、外部から離隔領域（ＳＡ）に透過する光は、スイッチン
グ薄膜トランジスタ１０を構成する配線の間、及び駆動薄膜トランジスタ２０を構成する
配線の間を通じ、有機発光表示装置１０３を透過することができる。
【００７７】
　以上のように、本発明の第３実施形態に係る有機発光表示装置１０３は、突出部１６５
によって第２電極の残部７３１が離隔領域（ＳＡ）を有して第２電極の一部７３０の全体
から離隔する透過部（ＴＡ）を含み、これによって離隔領域（ＳＡ）を通じて外部から照
射される光が透過する。すなわち、透過部（ＴＡ）を通じて外部から照射される光が有機
発光表示装置１０３を透過するので、有機発光表示装置１０３が全体的に透明な有機発光
表示装置１０３に実現される。
【００７８】
　以下、図８を参照して、本発明の第４実施形態に係る有機発光表示装置１０４について
説明する。
【００７９】
　図８は、本発明の第４実施形態に係る有機発光表示装置の画素の構造を示す配置図であ
る。
【００８０】
　図８に示すように、透過部（ＴＡ）は外部から照射される光が透過する部分であり、突
出部１６５及び第２電極の残部７３１を含む。
【００８１】
　突出部１６５は、ゲートライン１５１、共通電源ライン１７２、及びデータライン１７
１が定義する画素内で、第１電極７１０、共通電源ライン１７２、及びデータライン１７
１によって取り囲まれている。つまり、突出部１６５は、第１電極７１０、共通電源ライ
ン１７２、及びデータライン１７１と隣接している。
【００８２】
　突出部１６５は、第１電極７１０、共通電源ライン１７２、及びデータライン１７１と
隣接して位置し、突出部１６５の上面１６５ｂには第２電極の残部７３１が離隔領域（Ｓ
Ａ）を有して第２電極の一部７３０の全体から離隔している。この離隔領域（ＳＡ）を通
じて外部から照射される光が透過する。すなわち、突出部１６５によって形成される離隔
領域（ＳＡ）によって透過部（ＴＡ）が形成され、透過部（ＴＡ）を通じて外部から照射
された光が透過する。
【００８３】
　以上のように、本発明の第４実施形態に係る有機発光表示装置１０４は、突出部１６５
によって第２電極の残部７３１が離隔領域（ＳＡ）を有して第２電極の一部７３０の全体
から離隔する透過部（ＴＡ）を含み、これによって離隔領域（ＳＡ）を通じて外部から照
射される光が透過する。すなわち、透過部（ＴＡ）を通じて外部から照射される光が有機
発光表示装置１０４を透過するので、有機発光表示装置１０４が全体的に透明な有機発光
表示装置１０４に実現される。
【００８４】
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　以下、図９及び図１０を参照して、本発明の第５実施形態に係るタッチ表示装置１００
５について説明する。以下で、タッチ表示装置は上述した本発明の第１実施形態に係る有
機発光表示装置１０１を含むが、本発明の他の実施形態に係るタッチ表示装置は、上述し
た第２実施形態乃至第４実施形態に係る有機発光表示装置１０２、１０３、１０４を含む
ことができる。
【００８５】
　図９は、本発明の第５実施形態に係るタッチ表示装置を示す断面図である。
【００８６】
　図９に示すように、本発明の第５実施形態に係るタッチ表示装置１００５は、赤外線を
利用してタッチを認識し、本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置１０１、赤外線
ソース部２００、赤外線センシング部３００、及び赤外線透過部４００を含む。
【００８７】
　有機発光表示装置１０１は、第１基板１１０、第２基板１２０、配線部１３０、及び有
機発光素子１４０を含む。
【００８８】
　図１０は、本発明の第５実施形態に係るタッチ表示装置における主要部分を示す断面図
である。
【００８９】
　図１０に示すように、上述した本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置１０１は
、イメージを表示する部分である表示部（ＤＡ）、及び外部から照射される光が透過する
部分である透過部（ＴＡ）を含む。
【００９０】
　有機発光表示装置１０１の透過部（ＴＡ）は、外部から照射される光が透過するため、
赤外線も透過する部分であり、赤外線ソース部２００から照射された第１赤外線（ＩＲ１
）は、透過部（ＴＡ）の離隔領域（ＳＡ）を通じて有機発光表示装置１０１の第１基板１
１０の表面（Ｓ）に照射される。
【００９１】
　より詳しくは、図９及び図１０を参照すれば、赤外線ソース部２００は有機発光表示装
置１０１下に位置し、有機発光表示装置１０１の表面（Ｓ）の方向に第１赤外線（ＩＲ１
）を照射する。赤外線ソース部２００から有機発光表示装置１０１の表面（Ｓ）の方向に
照射された第１赤外線（ＩＲ１）は、有機発光表示装置１０１の透過部（ＴＡ）の離隔領
域（ＳＡ）を通じて有機発光表示装置１０１に含まれている第１基板１１０の表面（Ｓ）
に照射される。すなわち、赤外線ソース部２００から有機発光表示装置１０１に照射され
た第１赤外線（ＩＲ１）は、有機発光表示装置１０１の表面（Ｓ）に対向する。
【００９２】
　赤外線ソース部２００から有機発光表示装置１０１の表面（Ｓ）に対向するように、透
過部（ＴＡ）の離隔領域（ＳＡ）を通じて第１基板１１０の表面に照射された第１赤外線
（ＩＲ１）は、第１基板１１０の表面（Ｓ）にタッチが行われる時、タッチによって第１
赤外線（ＩＲ１）の光量が変化することにより、さらに有機発光表示装置１０１の方向に
反射される第２赤外線（ＩＲ２）に変換される。この第２赤外線（ＩＲ２）は第１基板１
１０の表面（Ｓ）から反射され、有機発光表示装置１０１の透過部（ＴＡ）の離隔領域（
ＳＡ）を通じて有機発光表示装置１０１の下側方向に照射される。
【００９３】
　赤外線センシング部３００は有機発光表示装置１０１下に位置し、タッチによって第１
赤外線（ＩＲ１）から変換され、有機発光表示装置１０１の透過部（ＴＡ）の離隔領域（
ＳＡ）を通じて有機発光表示装置１０１の下側方向に照射された第２赤外線（ＩＲ２）を
センシングする。赤外線センシング部３００は、第２赤外線（ＩＲ２）をセンシングして
有機発光表示装置１０１に対するタッチ地点を把握でき、赤外線センシング部３００が把
握したタッチ地点に対するタッチ信号は、有機発光表示装置１０１を駆動する制御部に伝
達され、タッチ信号に応じたイメージが有機発光表示装置１０１に表示される。赤外線セ
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ンシング部３００は、第１基板１１０の表面（Ｓ）にタッチが行われなくても、赤外線セ
ンシング部３００に照射される赤外線をセンシングして第１基板１１０の表面（Ｓ）をセ
ンシングする状態であり、赤外線センシング部３００に照射される赤外線のうち、タッチ
によって光量が変化した赤外線である第２赤外線（ＩＲ２）をセンシングして、有機発光
表示装置１０１に対するタッチ地点を把握する。赤外線センシング部３００は、赤外線を
感知するカメラであるか、または赤外線を感知するセンサーなどを含むことができる。
【００９４】
　赤外線透過部４００は、有機発光表示装置１０１と赤外線センシング部３００との間に
位置する。赤外線透過部４００は、赤外線ソース部２００が照射する第１赤外線（ＩＲ１
）、有機発光表示装置１０１が発光する光、及び有機発光表示装置１０１によって反射さ
れた第２赤外線（ＩＲ２）のうち、第１赤外線（ＩＲ１）及び第２赤外線（ＩＲ２）を透
過させる。より詳しくは、赤外線透過部４００は、有機発光表示装置１０１の有機発光素
子１４０で発光する光のうちの可視光領域の波長を遮断するが、赤外線透過部４００によ
って有機発光素子１４０で発光する光が遮断されることにより、第１赤外線（ＩＲ１）ま
たは第２赤外線（ＩＲ２）に対して有機発光素子１４０で発光する光による干渉が最小化
される。
【００９５】
　また、赤外線透過部４００が有機発光素子１４０で発光する光のうちの可視光領域の波
長を遮断することによって、有機発光素子１４０で発光する光が有機発光表示装置１０１
の内部に位置した構成要素によって反射され、有機発光表示装置１０１の内部が外部に視
認されることが抑制される。すなわち、赤外線透過部４００の可視光領域の光遮断能によ
って有機発光表示装置１０１の内部が外部に視認されることが抑制され、これによって全
体的なタッチ表示装置１００５の表示品質が低下することが抑制される。
【００９６】
　また、赤外線透過部４００が、透過部（ＴＡ）の離隔領域（ＳＡ）を通じて赤外線透過
部４００に照射される外部の光及び有機発光素子１４０から発光される光のうちの可視光
領域の光を遮断することによって、外部で有機発光表示装置１０１を通じてタッチ表示装
置１００５の内部が視認されることが抑制される。
【００９７】
　このように、本発明の第５実施形態に係るタッチ表示装置１００５は、イメージを表示
する有機発光表示装置１０１が自発光素子の有機発光素子１４０を含むことによって、バ
ックライトユニットなどの追加的な発光ユニットが必要な液晶表示パネルまたはプロジェ
クタを利用してスクリーンにイメージを表示するスクリーン表示装置を含む従来のタッチ
表示装置に比べ、全体的な表示品質が向上する。
【００９８】
　また、本発明の第５実施形態に係るタッチ表示装置１００５に含まれている有機発光表
示装置１０１は、プロジェクタ及びスクリーンを含む従来のタッチ表示装置に含まれてい
るスクリーン表示装置に比べ、厚さを薄く実現することができるので、全体的なタッチ表
示装置１００５をスリム化することができる。
【００９９】
　また、本発明の第５実施形態に係るタッチ表示装置１００５は、赤外線ソース部２００
から有機発光表示装置１０１の表面（Ｓ）方向に照射された第１赤外線（ＩＲ１）、及び
タッチによって有機発光表示装置１０１の表面（Ｓ）によって反射された第２赤外線（Ｉ
Ｒ）２が、透過部（ＴＡ）の離隔領域（ＳＡ）を通じて有機発光表示装置１０１を容易に
透過することができるので、全体的な有機発光表示装置１０１に対する赤外線の透過度が
向上する。つまり、透過部（ＴＡ）に形成された離隔領域（ＳＡ）によって、全体的な有
機発光表示装置１０１に対する赤外線の透過度が向上し、これによってタッチ表示装置１
００５に対するタッチの認識率が向上する。
【０１００】
　また、本発明の第５実施形態に係るタッチ表示装置１００５は、実質的に全ての波長の
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光が透過する透過部（ＴＡ）を含んでも、赤外線透過部４００によって可視光領域の波長
の光が遮断されるので、外部でタッチ表示装置１００５の内部構造が視認されることが抑
制され、これによってタッチ表示装置１００５の表示品質が向上する。
【０１０１】
　以上のように、本発明の第５実施形態に係るタッチ表示装置１００５は、赤外線をタッ
チ認識手段として利用しながら、表示品質が向上すると共に、スリム化が可能であり、且
つ赤外線の透過度が向上することによってタッチの認識率が向上する。
【０１０２】
　以下、本発明の第６実施形態及び第７実施形態に係るタッチ表示装置について説明する
。本発明の第６実施形態及び第７実施形態に係るタッチ表示装置については、上述した本
発明の第５実施形態に係るタッチ表示装置と区別される特徴的な部分のみを抜粋して説明
し、説明が省略された部分は本発明の第５実施形態に係るタッチ表示装置に従う。そして
、本発明の第６実施形態及び第７実施形態に係るタッチ表示装置においては、説明の便宜
のために、本発明の第５実施形態に係るタッチ表示装置と同一の構成要素に対しては同一
の参照番号を付けて説明する。
【０１０３】
　以下、図１１を参照して、本発明の第６実施形態に係るタッチ表示装置１００６につい
て説明する。
【０１０４】
　図１１は、本発明の第６実施形態に係るタッチ表示装置を示す断面図である。
【０１０５】
　図１１に示すように、本発明の第６実施形態に係るタッチ表示装置１００６は、有機発
光表示装置１０１、赤外線ソース部２００、赤外線センシング部３００、赤外線透過部４
００、及び全反射板５００を含む。
【０１０６】
　赤外線ソース部２００は、有機発光表示装置１０１上に位置し、全反射板５００の端部
に位置して全反射板５００の内部に第１赤外線（ＩＲ１）を照射する。赤外線ソース部２
００から全反射板５００の内部に照射された第１赤外線（ＩＲ１）は、有機発光表示装置
１０１に含まれている第１基板１１０の表面（Ｓ）に対向するように、全反射板５００の
内部で全反射板５００の板面と平行な方向に全反射される。つまり、赤外線ソース部２０
０から全反射板５００の内部に照射されて全反射板５００の内部で全反射される第１赤外
線（ＩＲ１）は、有機発光表示装置１０１の表面（Ｓ）に対向する。
【０１０７】
　全反射板５００は、赤外線ソース部２００と隣接して有機発光表示装置１０１上に位置
し、赤外線ソース部２００から照射する第１赤外線（ＩＲ１）を内部で全反射させる。全
反射板５００の内部で全反射される第１赤外線（ＩＲ１）は、全反射板５００の表面にタ
ッチが行われる時、タッチによって第１赤外線（ＩＲ１）の全反射がこわれながら、第１
赤外線（ＩＲ１）が有機光表示装置１０１の方向に照射される第２赤外線（ＩＲ２）に変
換される。この第２赤外線（ＩＲ２）は、全反射される第１赤外線（ＩＲ１）から変換さ
れ、有機発光表示装置１０１の透過部（ＴＡ）の離隔領域（ＳＡ）を通じて有機発光表示
装置１０１の下側方向に照射され、赤外線センシング部３００によってセンシングされる
。
【０１０８】
　以上のように、本発明の第６実施形態に係るタッチ表示装置１００６は、赤外線をタッ
チ認識手段として利用しながら、表示品質が向上すると共に、スリム化が可能であり、且
つ赤外線の透過度が向上することによってタッチの認識率が向上する。
【０１０９】
　以下、図１２を参照して、本発明の第７実施形態に係るタッチ表示装置１００７につい
て説明する。
【０１１０】
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　図１２は、本発明の第７実施形態に係るタッチ表示装置を示す断面図である。
【０１１１】
　図１２に示すように、本発明の第７実施形態に係るタッチ表示装置１００７は、有機発
光表示装置１０１、赤外線ソース部２００、赤外線センシング部３００、赤外線透過部４
００、全反射板５００、及びセンシング板６００を含む。
【０１１２】
　赤外線ソース部２００は有機発光表示装置１０１上に位置し、全反射板５００の端部に
位置して全反射板５００の内部に第１赤外線（ＩＲ１）を照射する。赤外線ソース部２０
０から全反射板５００の内部に照射された第１赤外線（ＩＲ１）は、有機発光表示装置１
０１に含まれている第１基板１１０の表面（Ｓ）に対向するように、全反射板５００の内
部で全反射板５００の板面と平行な方向に全反射される。つまり、赤外線ソース部２００
から全反射板５００の内部に照射されて全反射板５００内部で全反射される第１赤外線（
ＩＲ１）は、有機発光表示装置１０１の表面（Ｓ）に対向する。
【０１１３】
　全反射板５００は、赤外線ソース部２００と隣接して有機発光表示装置１０１上に位置
し、赤外線ソース部２００から照射する第１赤外線（ＩＲ１）を内部で全反射させる。全
反射板５００の内部で全反射される第１赤外線（ＩＲ１）は、全反射板５００の表面にタ
ッチが行われる時、タッチによって第１赤外線（ＩＲ１）の全反射がこわれながら、第１
赤外線（ＩＲ１）が有機発光表示装置１０１の方向に照射される第２赤外線（ＩＲ２）に
変換される。この第２赤外線（ＩＲ２）は全反射される第１赤外線（ＩＲ１）から変換さ
れ、有機発光表示装置１０１の透過部（ＴＡ）を通じて有機発光表示装置１０１の下側方
向に照射され、赤外線センシング部３００によってセンシングされる。
【０１１４】
　赤外線センシング部３００は複数個であり、複数個の赤外線センシング部３００はセン
シング板６００に装着されている。
【０１１５】
　センシング板６００は、有機発光表示装置１０１の下に位置し、複数個の赤外線センシ
ング部３００が装着される板である。センシング板６００に装着された複数個の赤外線セ
ンシング部３００は、フォトリソグラフィなどのメムス工程を利用してセンシング板６０
０に同時に形成することができる。
【０１１６】
　以上のように、本発明の第７実施形態に係るタッチ表示装置１００７は、赤外線をタッ
チ認識手段として利用しながら、表示品質が向上すると共に、スリム化が可能であり、且
つ赤外線の透過度が向上することによってタッチ認識率が向上する。
【０１１７】
　本発明について上述の通りに好ましい実施形態を通じて説明したが、本発明はこれらに
限定されず、次に記載する特許請求の範囲の概念と範囲を逸脱しない限り、多様な修正及
び変形が可能であるということを当業者であれば簡単に理解できる。
【符号の説明】
【０１１８】
　　１０　スイッチング薄膜トランジスタ
　　２０　駆動薄膜トランジスタ
　　８０　蓄電素子
　　１０１　有機発光表示装置
　　１３０　配線部
　　１４０　有機発光素子
　　１６５　突出部
　　２００　赤外線ソース部
　　３００　赤外線センシング部
　　４００　赤外線透過部
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　　５００　全反射板
　　６００　センシング板
　　７１０　第１電極
　　７３０　第２電極の一部
　　１００５　タッチ表示装置
　　ＴＡ　透過部
　　ＤＡ　表示部

【図１】 【図２】
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